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取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありびとラござ 
います。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読み 
し、ただき' 正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られる所 
に保証書、オンキヨーご相談窓口 -修理窓口 
のご案内ととちに大切に保管してください。 


はじめに 2 


接続をする 


音楽を鑑實する 17 


困ったとさは 21 

(ずべての設定をお買い上げ時に戻ず）に1 ) 


その他 23 






主な特長 


■ 最先端デジタルアンプの利点を最大限に引き出す rVL Digi ね1」技術 
■ 直流結合型ディスクリートドライバー 
■ 電源回路の実力を巧分に引き出す銅バスプレート 

■ 接点でのノイズ発生が少なく、リモコン操作も手動時のしっかりした感軸も楽しめるモーター 
ドライブボリューム 

■ 卜ーン回路をバイパスすることで信号経路を短くし、よりピュアなサウンドを再生できるソー 
スダイレクト-ポジション 

■ プリアンプとの接続でパワーアンプ部のみ使用できる MAIN IN 端子 
■ 高音 （ TREBLE ) /低音 （ BASS ) に加え、超做或 (SUPER BASS ) の調壁も装備した3バ 
ンド!ンコント□-ル 
■ プ□セッヴー端子装備 

■ 質感だけでなく制振性に優れたアルミフ□ントパネル 

■ ケーブルとの接点での伝送□スを最ル限に抑えられる金メッキ端子（スピーカー端子および 
CD 、 LINE 端子） 

■ お径 4 mm までの極太ケーブルやバナナプラグも接続できるネジ式スピーカー端子 
■ INTEC シリーズの CD プレーヤ ー/ MD 、 カセットテープデッキ/チューナーの主要な操作が 
可能なシステムコント□-ルリモコン付属 


付属品 

ご使用の前に次の付属品びそろっていることをお確かめください。 
() 内の数字は数量を表しています。 


• IJ モっン （ RC -614 S )(1) 
♦乾電池（単云お、 R 6) …….(吕) 



•取扱説明書（本書) .(1) 

♦保証書 .(1) 

•オンキヨーご相談窓口 -修理窓口のご案内 
♦ユーザー登録力ード .(1) 


( 1 ) 


カタ□グおよび包装箱などに表示されている型るの最後にあるアルファべットは、製品の色を表ず記号でず。 
色は異なっても操作方法は同じでず。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽も、時間と場所によっては気になるものです。 

隣り近所への配慮を十分にしましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めるのち 
ひとつの方法です。 

お互いにむを配り、快い生活環境を守りましょう。 
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接続した機器を再生ずる .. . ... 

一時的に音をルさくする.. ...... 

へッドホンで聞く ........ 

音質を調整ずる . 

重低音を調整する . 

低音を調整する . 

高音を調整する . 

D 旧 ECT 機能を使ラ. ...... 

グラフィックイコライヴーを使う . 

MAIN IN 機能を使う（本機をパワーアンプとして使う） 
録音する….. ............. . .... 
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修理について . 
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ま全上のご注意 

まをにおほいいただくため、ごほ用の前にがずお読みください。 


電気製品は、誤った使いかたをずると大変危険でず。 

あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、 r 安全上のごミ主意」を必ずお守0 <ださい。 


「警告」と「ま意」の見かた 

間違った使いかたをしたとさに生じることび想定さ 
れる危険度や損害の程度によって、「警告」と「ま意」 
に区分して説明しています。 


誤った使いかたをすると、 
火災-感電などによ0死亡、 
または重傷を負ラ可能性が 
想定される内容です。 


誤った使いかたをすると、 
けびをしたり周辺の家財に 
損害をちえる可能性び想定 
される内容です。 


絵表示の見かた 

A 記号は「ごま意ください」 
といラ内容を表しています。 

A A 


高温注意感電注意 

&記号は「〜してはいけない」 
という禁止の内容を表してい 
ます。 

分解禁止めれ手禁止 

♦記号は「必ずしてくださし、」 
といラ強制内容を表していま 
す。 

電源プラグをコ必ずする 
ンセントから振く 




A 警告 


風離!罗激、異常が起きたら 


© •煙が出ている、変なにおいや音びする 
•本機を落としてしまった 
•本機巧部に水や金属び入ってしまった 
このよラな異常状態のまま使用ずると、乂 
是□く?ミ災.感電の原因とな0ます。すぐに電源プラ 
卜から抜く グをコンセントから抜いて販売店に修理-点 
検を依頼してください。 


カバーははずさない、分解、改造しない 


火災-感電の原因とな0ます。 

内部の点検-整備-修理は販売店に依頼して 
<ださい。 

分解禁止 



接続、設置に関するごま意 


■通風孔をふさがない、放熱を巧げない 

Q 本磯には内部の温度上昇を防ぐため、ケース 
の上部や底部などに通風孔びあけてありま 
す。通風孔をふさぐと内部に熱びこわり、乂 
!_ 災ややけどの原因とな0ます。 

•巧し入れや本箱など通気性の悪い狭い所 
に設置して使用しなし、 

(本機の天面から2日 cmL 处上、横か5 
20 cml ； LL 背面か51日 cmiy 上のスペー 
スをおける） 

• 逆さまや横倒しにして使用しない 
• 巧や テーブル ク□スをかけない 
• じゆうたんやふとんの上に置いて使用し 
ない 


■本機後面の電源コンセントには表おされた供給電 
力を超える機器を接続しない 

Q 表示された供給電力！;(内でわ、ヘアードライ 
ヤー-電気こたつなどの電熱器具、オーブン 
レンジなどの調理器具は接続しないでくださ 
し、乂災-感電の原因となります。 


■水蒸気や水のかかる所に置かない、本機の上に液 
体の入った容器を置かない 



本機に水滴や液体び入った場含、火災•感電 
の原因となります。 

• 風呂場など湿度の高い場所では使用しない 
• 調理台や加ミ显器のそばには置かない 
• 雨や雪などびかかるところで使用しなし、 
•本機の上に花びん、コッス化粧品、ろう 
そくなどを置かない 


水濡れ禁止 
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A 警告 


電源コード-電源プラグに関ずるごま意 

■電源コードを傷つけない 

0 

禁止 

•電源コードの上に重い物をのせたり、電源 
コードび本機の下敷にな5ないよラにずる 
•傷つけたり、加工した0しない 
•無理にねじった0、引っ張ったりしない 
•熱器具などに近づけない、加熱しない 


電源コードび傷んだら〔お線の露出•断線な 
ど）販売店に交換をご依頼< ださい。 
そのまま使用すると火災-感電の原因となり 
ます。 

■電源プラグは定期のに掃除する 

〇 

電源プラグにほこりなどびたまっていると、 
火災の原因となります。電源プラグを抜いて、 
乾いた巧でほこりを取り除いてください。 

必ずする 


使用上のごま意 


■本機内部に金属、燃えやずいちのなど異物を入れ 
ない 

0 火災-感電の原因となります。特にルさなお 
テ様のいるご家庭ではごを意ください。 

• 本機の通風孔か5異物を入れない 
•本機の上に通風孔か5入0そラなかさな 
金属物を置かない 


■長時間音がひずんだげ態で使わない 


Q アンプ、スピーカーなどび発熱し、火災の原 
因となることびあります。 

禁止 

■雷が鳴りだした目本機、接続機器、接続コード、 
電源プラグに軸れない 


0 

接軸禁止 


感電の原因とな0ます。 


電池に関するごま意 


■乾電池を充電しない、加熱•分解しない、义や水 
の中に入れない 


0 


電池の破裂、液ちれにより、乂災-けびや周 
囲を巧損する原因となることびあります。 

• 指定!^^がの電池は使用しない 
• 新しし谭池とちい電池を混ぜて使用しなし、 
• 電池を使い切ったとをや長時間リモコン 
を使用しないと走は電池を取り出す 
• コインやネックレスなどの金属物と一緒 
に保管しない 

•極性表示（プラス©とマイナス©の向き） 
に注意し、表示通りに入れる 


■電池か日漏れ出た液にはさわ6ない 




万一、液び目や口に入った0皮膚に付いた場 
含は、すぐにきれいなかで充分洗い流し、医 
師にご相談ください。 


接軸禁止 


A 注， 音' 


r 接続、設置に関ずるご注意 


電源コード-電源プラグに関ずるご注意 I 


■不を定な場所や振動ずる場所には設置しない 

Q 強度の足0ないぐ5ついた台や振動する場所 
に置かないでください。 

本磯び落下したり倒れたりして、けびの原因 
となることびあります。 


■表おされた電源電圧(交流100ボルト)で使用ずる 

本機を使用でさるのは日本国内のみです。 
表示された電源電圧しソがで使用すると、火災 • 
感電の原因とな0ます。 

必ずする 



■本機の上に1 Ok 呂む上の重いものやが枠か5はみ 
出るような大きなものを置かない 

0 バランスびくずれて倒れたり落下して、けび 
の原因となることびあります。また、本機に 
柔ったりしないでください。 

禁止 

■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つまずいたり 
引つかかったりして、落下や転倒など事故の 
原因となることびあります。 


■電源コードを束ねた状態で使用しない 


Q 発熱し、乂災の原因となることがあ0ます。 

禁止 


注意 
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A 注，音' 


■電源プラグをなくとをは、電源コードを引っ張6 


ない 


0 


コードび傷つを、乂災や感電の原因となるこ 
とびあります。 

プラグを持って抜いてください。 


■長期間使用しないとをは電源プラグをコンセント 
か S 巧く 


使用上のごま意 


■通風孔の温度上昇に注意 

A 本磯の通風孔付近は放熱のため高温になるこ 
とびおります。 

電源び入っているとさや、電源を切った樓し 
け^ば5 くは通風孔付近にごミ主意ください。 

■音量に注意ずる 


© 絶縁莫化やろラ電などによ0、火災の原因と 
なることびあります。 

電源プラグ 必ずする 

をつンセン 

卜から抜く ■長時間大きな音でへッドホンを使用しない 


〇 


突然大きな音び出てスピーカーやへッドホン 
を破損したり、聴力障害などの原因となるこ 
とびお0ます。 


■電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差し 
込む 


Q 差し込みび不完全のまま使用すると、感電、 
発熱による火災の原因となります。 

プラグび簡単に巧けてしまラよラなコンセン 
卜は使巧しないでください。 


Q 聴力に悪い影響を与えることびあります。 

禁止 


移動時のごま意 


■ めれた手で電源プラグを巧を差ししない 


罐) 

姑れ手禁止 


感電の原因となることびあります。 


■お手入れの際は電源プラグを巧く 


■移動時は電源プラグや接続コードをはずず 


© 

電源プラグ 
をつンセン 
卜から巧く 


コードび傷つさ火災や感電の原因となりま 
す。 


© 

電源プラグ 
をつンセン 
卜から巧く 


お手入れの際は、安全のため電源プラグをコ 
ンセントか5抜いて行ってください。 


■本機の上にものを索せたまま移動しない 

0 本機の上に他の機器を乗せたまま移動しない 
で < ださい。 

落下や転倒してけびの原因となります。 


■機器内部の点検について 

お客様のご使巧状況によって、定期的に機器内部の掃除をおすすめします。 

本機の内部にほこ0のたまったまま使用していると火災や故障の原因となることがあ0ます。 

特に湿気の多くなる梅雨期の前に巧ラと、より効果的です。内部清掃については、販売店にご相談ください。 


■本機のお手入れについて 

•表面の巧れは、中性洗剤をラすめた液に巧を浸し、固く絞って拭を取ったあと乾いた巧で}式いてください。化学ぞ 
ラきんなどをお使いになる場合は、それに添付のま意書きなどに従ってください。 

• シンナ ー 、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装び落ちた0変形することびあ0ます。 
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本体、リモコンボタンの名前と働を 



〔〕内のぺージにをな説明びあります。 



① STANDBY インジケーター〔17〕 

スタンバイ状態のとさにホく点灯します。 

⑤ ON / STANDBY ボ’タン〔17〕 

電源のオン/スタンバイを切0換えます。 

⑤ リモコン受光部〔10〕 

U モコンからの信号を受信します。 

④ INPUT インジケーター〔18〕 

選ばれている機器のインジケーターび点灯します。 

PC インジケーターは、後面ノくネ J レの PROCESSOR/ 
PC 切換スイッチの位置によって色び変わ0ます。 
スイッチについては、次ページをご覧ください。 

緑：スイッチび 「PC」 側 
オレンジ： スイッチび 「PR 日 CESS 日 R」 側 
消巧： スイッチび 「PROCESSOR」 側で、 

ダイレクト機能び「オン」になっている 

⑥ VOLUME つまみ〔18〕 

音量を調整します。 

⑥ D 旧 ECT ボタンとインジケーター〔19〕 

音質調整の効果を使わず、ピュアな音で再生します。 
ダイレクト機能を使っているときは、インジケーター 
び点灯します。 

③ POWER スイッチ〔17〕 

本機の主電源を入/切します。 

主電源び入ると STANDBY インジケーターび点灯し 
まず。 


⑧ PHONES 端テ〔18〕 

S ニプラグのステレオへツドホンを接続するう記テです。 

③ SUPER BASS つまみ〔19〕 

重低音の音量を調節します。 

® BASS つまみ〔19〕 

低音の音量を調節します。 

⑩ TREBLE つまみ[19〕 

高音の音量を調節します。 

@ MUTING ボタン〔18〕 

一時的に音量をルさくします。 

S ユーティング中は、ボ U ユームインジケーターび点 
滅します。 

® MAIN IN ボタンとインジケーターに0〕 

プリアンプを接続し、本機をパワーアンプとして使巧 
するときに使います。3秒!; LL 押してインジケーター 
び点灯すると、 MAIN IN 機能び働さます。 

® INPUT つまみ〔18〕 

再生する機器を選びます。 
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本巧、リモコンボタンのち前と働を 


こおが/巧ル 



① CD 端モ 

オーディオ用ピンコードを使って、 CD プレーヤーの 
音声出力端子と接続します。 

⑤ LINE 端子 

オーディオ巧ピンコードを使って、テレビやフォノイ 
コライヴー内蔵のレコードプレーヤーなど再生機器の 
音声出力端子と接続します。 

⑤ TUNER 端モ 

才ーディオ巧ピンコードを使って、チューナーを接続 
します。 

④ MAIN IN 端モ 

本機をパワーアンプとして使用する場含、この端テに 
プリアンプを接続します。 

ご注意 

音量調節機能のない、 CD プレーヤーなどは接続しないで 
<ださい。最大音量で動作し、故障する可能性びあります。 

⑥ SUBWOOFER PREOUT 端子 

アンプ内蔵サブウーファーを接続する端テです。 

⑥ PROCESSOR / PC 切換スイッチ 

PR 日 CESS 日 R / PCiS テに接続した磯器によって切り 
換ミ产オ 

グラフィックイコライザーを接続した場含は、 
「 PROCESSOR 」 側にしておさます。そのイ也の場含 
は 「 PC 」 側にしておさます。電源コードを接続する 
前に切り換えて < ださい。 


③ R ■端モ 

RI 端テ付きオンキヨー製品と接続し、連動させる端 
テです。巧|ケーブルの接続だけでは連動しません。 
オーディオ巧ピンコードち正しく接続してください。 

感 SPEAKERS 端子 

スピーカーを接続する端子です。 

感 MD 端モ 

オーディオ用ピンコードを使って、 MD レコーダーな 
ど録音機器の音青入出力端テと接続します。 

通) TAPE / CDR 5 S 子 

オーディオ用ピンコードを使って、カセットテープ 
デッキや CD レコーダーなど録音機器の音声入出力端 
テと接続します。 

⑩ PROCESSOR/PC 端子 

オーディオ巧ピンコードを使ってグラフィックイコラ 
イヴ ー、 PC 用オーディオプ□セッヴーや録音機器な 
どを接続します。 

@電源コンセント 

本磯に接続する機器の電源プラグを接続します。 


接続については、11〜16ぺージをご覧くださし、。 
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本は、リモコンボタンの名前と働を 


リモコン ( RC -614 S ) 

〔 ] 内のページに主な説明びあります。 


ON ボタン[17〕—— 

本機の電源を入れます。 


STANDBY ボタン〔17) 

本機をスタンノ くイ状態にします。 


数字ボタン- 

オンキヨー製 CD や MD、CDR の選曲をします。 
10/0ボタン： 1日または0を選びます。 

>10ポタン： 吕お政上の巧を選びます。 
詳しくは各機器の取扱説明書をご覧ください。 


グループ 

GROUP ボタン 

オンキヨー製 MD のグループを選択す 
るとさに使用します。 


CLEAR ボタン 

オンキヨー製 CD や MD、CDR で記憶 
した巧を取り消します。 



オンキヨー製 CD 操作ボタン 


FM / AM ボタン- 

オンキヨー製チューナーを接続している 
場合、 FM または AM を選べます。 


◄◄/►►ボタン- 

オンキヨー製巳 D や MD、CDR の早戻し/ 
早送りをします。磯種によってチューナー 
の場合は、周波数を選びます。 


ポリ ユー ム 

VOLUMES / ▼ボタン： 

音量を調整します。 

■◄◄/►Me PRESET ◄/ ►) ボタン： 

オンキヨー製 CD 令 MD、CDR の前後の 
曲を選べます。押すたびに前または後に 
曲番びスキップします。 

カセットテープデッキは巻き戻し、早送り 
をします。ラジオの選局にち使用します。 

5ユー テイング 

MUTING ボタン： 

音量を一時的にルさくします。 


タイマー エンター 

TIME ボタン、 ENTER ボタン、 
▲/▼ボタン 

オンキヨー製チューナーを接続してし、る場合、 
時刻やタイマー設定に使用します。 


MEMORY ボタン- 

オンキヨー製 CD や MD、CDR の再生する 
曲順を記憶させます。 


ON STANDBY 

© m 


im 画國画 
■1 國國國國 
jfT^ [f^l 


■mHEHmi 


II 


再生を一時停止します。 
再生を停止します。 
再生を始めます。 


-オンキヨー製 MD 操作ボタン 


II 


再生を一時停止します。 
再生を停止します。 
再生を始めます。 

テープ 



r - オンキヨー製 TAPE / CDR 操作ボタン 

(ダプルカセットデッキの場をは、 

デッキ日のみ操作することびでさます。） 
M /\\ カセットテープの裏面再生、 
または CDR の一時停止をします。 
■ :再生を停止します。 

► :再生を始めます。 


SLEEP ボタン 

オンキヨー製チューナーを接続している 
場合、スリープタイマーを設定します。 


INPUTA / ▼ボタン〔18] 

本機で聞く ソースを 選びます。 

ディスプレイ 

D 旧 PLAY ボタン 

オンキヨー製巳 D や MD、CDR の表示 
部の情報を切り換えます。 


SCROLL ボタン 

オンキヨー製 MD または CDR の文宇を 
移動表示します。 


ランダム 

RANDOM ボタン- 

オンキヨー製 CD や MD、CDR 剧眞不同に再生します。 


リビート 

REPEAT ボタン- 

オンキヨー製 CD 令 MD、CDR をくり返し再生します。 


イ〕ライザ-エフェクト 

EQ EFECT ボタン- 

オンキヨー製グラフイックイコライヴーのオン/ 
スタンバイを切り換えます。 


- CLOCK CALL ボタン 

オンキヨー製チューナーを接続して 
いる場合、現在時刻を表示します。 

イコライザ-モード 

-EQ MODE ボタン 

オンキヨー製グラフィックイコライヴー 
のエフェクトモードを切り換えます。 

プレイモード 

-P MODE ボタン 

オンキヨー製 MD または CDR の再生 
モードを選びます。 
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■ J モコンを準備する 


乾電池を入れる 

1 . カバーを矢印のち向に持ち上げてはずず 



2. 中の極性表示にしたびって付属の乾電池2個をプ 
ラス©とマイナス白を間違えないように入れる 



ごを意 

• 種類の異なる電池や、新しい電池とちい電池を混ぜて使用 
しないで < ださい。 

•長期間 U モコンを使用しないときは、電池の液漏れを防ぐ 
ために電池を取り出しておいてください。 

•消耗した電池を入れたままにしておさますと腐食により1」 
モコンをいためることびあります。 U モコン操作の反応び 
悪くなったとさは、古い電池を取り出して2本とも新しい 
電池と交換してください。 

•電池の交換時には、単3形をご使用ください。 


リモコンの使いかた 


U モコンは本体の U モコン受光部に向けて操作してくださ 
し、。 


リモコン受光部 



ごを意 

•U モコン受光部に直射日光やインノ くーター堂光丹などの強 
い光び当たらないよラにしてください。 U モコンが正しく 
動作しないことびあります。 

• 赤外線を使つた機器の近くで使用したり、他の U モコンを 
併用すると誤動作の原因とな0ます。 

•リモコンの上に本など、ものを置かないでください。ボタ 
ンび巧し続け b れた状態になり、電池び消耗してしまラこ 
とがあ0ます。 

• オーデイオラックのドアのガラスに色び付いていると、1」 
モコンび正萬に動作しないことびあります。 

• U モコンと1」モコン受光部の間に障害物びあると、操作で 
さません。 
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接続をする 


[ m おを援続ずる前に 

\ _ 


•接続する機器の取扱説明書わ必ずお読みください。 

• 電源コードはすべての接続び終わるまでつなびないで 
ください。 

オーディオ用ピンコードはむ下のように接続してく 
ださい。 


•白いプラグを左チャンネル （ L の表示)、赤いプラグを 
ちチャンネル （ R の表示）に接続して<ださい。 


左(白) 


を(赤) 




を(白) 


ち啸) 


差し込み不完全 


• コードのプラグはしっか0と 
奧まで差し込んでください。 

接続び不完全ですと、雑音や 
動作不良の原因になります。 

•才ー デイオ用ピン コー ドは電 
源コードやスピーカーコード 
とまねないでください。音質 
び悪くなることびあります。 

• スピーカーコー ドや電源 コー ドを チューナーの アンテ 
ナに 近づけると、影響をちえる場合びありますので、で 
走るだけ離してください。 



奥まで差し込んで<ださい 


{^ステム機能について 1 

INTEC 2 日日シ U - ズの組み合わせで RI ケーブル、オーディオ巧ピンコードを接続すると、次のシステム機能を使ラこ 
とびでをます。 PI ケーブルとはオンキヨーのシステム動作用ケーブルです。 

INTEC 2 日日シリーズの CD プレーヤー、 CD レコーダー、 MD レコーダー、カセットテープデッキ、チューナーと接続する場含 


f システム接続のしかた 

aNTEC 2 日日シ U -ズの接続) 



本取扱説明書13ページをご覧ください。 


4 —トパワー3 ノ 

本機に接続されている機器の電源を入れたり再生を始めると、本機の電源び自動的に入ります。また、本機の電源を入、 
^^]すると接続されてぃる機器全体の電源び入ったり、 切れた0します。_ 


( ダイレクトチェンジ 

本磯に接続されている機器を再生すると、~本機の入力び自動的に切り換わります。 


U モコン操作 

r 

本磯に付属の U モコンで各機器を操作することび 

1 詳しくは本取扱説明書9ページをご覧ください。 

、でごます。 ， 

V J 


タイマー操作 

チューナーでタイマー時間を設定し、タイマー操 
作やタイマー録音びできます。_ 



詳しくはチューナーの取扱説明書をご覧ください。 


CD ダビング 

CD プレーヤーや CD レコーダー、 MD レコーダー、 
カセットテープデッキの組み合わせで便利な CD ダ 
\ビングがワンタッチで行えます。__ 

トラック指定 CD ダビング 

再生トラックを指定して CD プレーヤーか日 MD レ 
コーダー や CD レコーダーへの 録音びワンタッチで 
M 了乂ます0 _ 

^シンク□録音 

MD レコーダーや CD レコーダーまたはカセットテー 
プデッキを録音待機状態にしておけば CD プレー 
ヤーの再生操作の みで 録音び自動的に始まります。 



詳しくは CD プレーヤー、 MD レコーダー、 CD レ 
コーダー、カセットテープデッキの取扱説明書を 
ご覧ください。_ 


• 接続び正しくないと各機能は働さません。] 3〜1目ぺージを参照しなび5オーディオ用ピンコード、 RI ケーブルを正 
しく接続してくださし、。 

• システム機能については、各機器の取扱説明書わあわせてご賣ください。 

• オンキヨ ー 製 USB デジタルオーディオプ□セ ツサー UE -2 日日とは、組み合わせできません。 

メイン イン 

•本機の MAIN IN 機能を使用しているときは、これ5のシステム機能は働きません。 

•一部、旧 INTEC 2 日日シ U —ズ製品との組み合わせで動作しない機能びあります。新旧製品の連動動作の対応/非対応 
については、コールセンターにお問い含わせください。 





































接続をする 


スど一力一あを綜する 

'> - 


イン ピー ダンスび4〜1日0の スピーカーを ご使用くださ 
し、。 

4 n 未満のスピーカーを接続すると、保護回路び働く場含 
びあります。 


スピーカー（ち） スピーカー（左) 



スピ —力ー コ—ドの接続 


バナナプラグの場を 


バナナプラグタイプのスピーカーコードを接続することわ 
できます。その場含は、スピーカー端テのねじを締めてか 
ら プラグを差し込んでください。 

バナナプラグ 

-*♦-' 

ごま意 

• プラス©とマイナス©を間違って接続したり、左ちのス 
ピーカーを間違えて接続すると音芦が不自然になりますの 
でご注意ください。 

• スピーカー 端子に複数の スピーカーコー ドは接続しないで 
ください。故障の原因になります。 

• 1台のスピーカーだけを使用する場合やモノラル音芦を再 
生する場含、]台のスピーカーを左ちスピーカー端子に並 
列接続しないで < ださい。 



本機のスピーカー端テのプラス©とスピーカーのプラス 
©端子、本機のスピーカー端テのマイナス©とスピーカー 
のマイナス© 端テを接続します。 


①スピーカーコードの ⑤しん線の巧端を 

被覆を1已 mm カツトずる しっかりとよじる 


15mm 

一 



感ねじを ④しん線を差し込む 



感ねじを 
締め付ける 



を険 

回路の故障を防ぐため、スピーカーコー 
ドのしん線のプラス©とマイナス©を 
絶対に接触させないでください。 



サブゥ —ファー を接続ずる 

パワーアンプ内蔵のサブウーファーを 
SUBWOOFER PRE 日 UT 端テに接続します。 



再生される低音の質や量は、置さ場所や部屋の形状、視聴位 
置によって変わります。一般的に部屋の隅、または1/3の場 
所に置いたとさに良い結果び得られますび、色々な場所に置 
いて質の良い倍音び入った音楽を再生し、ちっともしっかり 
した低音が再生でさる場所に設置してください。 
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接続をする 


[ INTEC 205シ y - ズの C - 705 FX 2、 T -405 FX , MD - W 5 FX とお続する 

- - - 



RI ケーブルの接続 

•本機に RI ケーブルは付属していません。 INTEC 2 日己 
シ U - ズの各機器に付属している RI ケーブルをご使巧 
くださし、。 

• RI 端テは RI 端テ付をオンキヨー製品と組み合わせて 
ご使用くださし、。 

• RI 端テび2つ ULL ある場合、それぞれの端テの働さは 
同じです。どち5にでちつなげます。 

• RI 端テの接続だけではシステムとして働きません。 
オーディオ用ピンコードを正しく接続してください。 


• を機器の設置のしかたについては、ち図のよラな方法びあ 


0ます。 


• さ接続については、次ページか6の説明をご覧ください。 


(縦置の例) 
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接続をする 


{^―デイオ機器を接続ずる 


CD プレーヤーを接続ずる 


■オンキヨー製 CD プレーヤータ t 奮合 。 

本機の CD 端子⑥と CD プレーヤーの ANALOG OUT 端子 
⑥を接続します。 

■ その他の CD プレーヤーと接続ずる場合 

本機の C □端モ⑥と C □プレーヤーのアナ□グ音青出力端 
テを接続します。 


チユ — ナ ー を接続ずる 


■オンキヨー製チューナーの場合 

本機の TUNER 端子®とチューナーの日 UT 端テ®を接続 
します。 

■その他のチューナーと接続ずる場合 

本機の TUNER 端テ®とチューナーのアナ n グ音声出力端 
テを接続します。 




MD レコーダーを 接続ずる 


■オンキヨ ー 製 MD レコーダーの 場合 

本機の MD 日 UT 端テ®と MD レコーダーの ANAL 日 G IN 
端子®を接続します。 

本機の MD IN 端テ©と MD レコーダーの ANALOG OUT 
端テ©を接続します。 

■その他の MD レコーダーと 接続ずる場合 

本機の MD 日 UT 端子®と MD レコーダーのアナ□グ音声 
入力端子を接続します。 

本機の MD IN 端子©と MD レコーダーのアナ□グ音声出力 
端テを接続します。 



力をツ トテープデッキ / CD レコ~ 
夕'一を接続ずる 


■オンキヨー製カセットテープデッキの場合 

本機の TAPE/CDR 日 UT 端テ®とカセットテープデッキの 
IN 端テ®を接続します。 

本磯の TAPE/CDR IN 端テ®とカセツトテープデッキの 
日 UT 端子©を接続します。 



カセツトテープデッキまたは 
CD レコーダー 


■ CD レコーダー やその他のカセッ トテープ 
デッキと接続する場合 

本機の TAPE/CDR 日 UT 端テ®とカセットテープデッキま 
たは CD レコーダーのアナ□グ音青入力端テを接続します。 
本機の TAPE/CDR IN 端子©とカセツトテープデッキまた 
は CD レコーダーのアナ□グ音舌出力な謂テを接続します。 


14 



























































































































































接続をする 


織ずッるクィコラが-ゃ録音機器 


本機の PROCESSOR / PC 日 UT 端子®と、グラフィック 
イコライザーまたは録音機器の音青入力端テを接続しま 
す。 ィン 

本磯の PROCESSOR/PC IN 端テ®と、グラフ イツ クイ 
コライヴーまたは録音機器の音青出力端子を接続します。 



または録音機器 


ご注意 

一-*-*-- 

この端テにグラフィックイコライザーを接続した場含は、電 
源コードを接続する前に PROCESSOR / PC 切換スイッチ 
を 「 PROCESSOR 」 側にしてくださし、その他の機器の場 
含は 「 PC 」 側にしてください。その他の禮器を接続していて 
「 PROCESSOR 」 側になっていると、音び出ません。 


テレビなどの再生機器を接続ずる 


本機の LINE 端子©と接続する機器のアナ□グ音青出力端 
テを接続します。 


© © 
© © 


© © 
③ R© 


©y^f®i 1@|_ 


^ ©I® 

I'fiVTUNKPI'^UAIHlN 




© © 

©，© 


© © 
，③， © 







プ U アンプを接続ずる 


プ1」アンプと接続すると本機をノ くワーアンプとして使用す 
ることびでをます。本機の MAIN IN 端テとプ U アンプの 
プリ出力端子を接続します。スピーカーは本機に、再生機 
器はプ U アンプに接続します。 



ご注意 

• 音質調節機能のない機器は接続しないで<ださい。最大音 
量で動作し、本機やスピーカーび故障する可能性げありま 
す。 

• 本機をパワーアンプとして使用する場含は、前面パネルの 
MAIN IN ボタンを3秒政上巧して、インジケーターを点打 
させる必要があります。 （11^2 日ページ） 

•本機をパワーアンプとして使用しているとさは、1；(下の操 
作や機能は働きません。可能な機能は、接続したプリアン 
プ側で操作してください。 

•音量調整、入力切り換え、 S ユーティング機能、リモコン 
操作、 FII 連動動作、 TONE / D 旧 ECT 機能、録音、サブ 
ウーファーからの出力 


他の機器の電源プラグを本機につなぐ 


本機後面に電源コンセントびありますので、組み合わせて 
使用する製品の電源プラグを接続することびでさます。 

本機の電源コンセントは極性の管理びされています。他の 
機器の電源コードや電源プラグに目印びある場合は、目印 
側を本機の電源コンセントの®側に合わせてください。他 
の機器の電源コードに目印びない場合は、どちらを接続し 
てちかまいません。 

- - 
ごま意 

本機には2つの電源コンセントびありますび、合計で1日日 W 
を超える機器は接続しないでください。 


テレビに音声出力端子びない場合は、ビデオデッキの音声出 
力端テを本機と接続すると、ビデオデッキに内蔵されたテレ 
ビチューナーでテレビの音をお楽しみいただけます。 



































































































































接続をする 


口 I ケーブルを接続する 


源コードを接続ずる 


R ■端テ付オンキヨー製品と組み合わせた場を、システム 
機能を使うことびできます。（本機に RI ケーブルは付属 
していません。 INTEC 30 日シリーズの各機器に付属して 
いる RI ケーブルをご使用ください。） 

• 操作は本機に付属している U モコンを使用します。本機 
の U モコン受光部に向けて操作してください。 

• 使巧できるシステム機能については、各機器の取扱説明 
書をご賣ください。 

(例） 


チューナー (T-40 已 FX) など 



CD プレーヤーに-705 FX2) など 



電源プラグを接続ずる前に 

すべての接続び完了していることを確認してください。 
また、 PR 日 CESS 日 R / PC 端テにグラフィックイ]ライヴーを 
接続している場合は、後面パネルにある PROCESSOR / 
PC 切換スイッチび 「 PROCESSOR 」 側になっているこ 
とを確認してください。その他の場合は、 「 PC 」 側にして 
おさます。 

本機の電源を入れると、瞬間的に大きな電流び流れてコン 
ピューターなどの機器の動作に影響することがあ0ます。 
コンピューターなど、繊細な機器とは別系統のコンセント 
に接続することをおすすめします。 


家庭 用 電源 
コンセント 


コンセントの溝の広い方 
(アース側)へ差し込む。 



より良い音で聞いていただ<ために 

本機の電源コンセントは極性の管理びされています。電源 
プラグの目印側を家庭用電源コンセントの溝の広いちに含 
わせて差し込んでください。家庭用電源コンセントの溝の 
広さび同じ場をはどち5を接続してちかまいません。 


• 只 I 端テは RI 端テ付きオンキヨー製品と組み合わせて 
ご使巧ください。 

• RI 端テび2つ!; LL ある場合、それぞれの端テの働さは 
同じです。いずれにでちつなげます。 

• RI 端テの接続だけではシステムとして働きません。 
オーディオ巧ピンコードわ正しく接続してくださし、。 

•オンキヨー製のカセットテープデッキと CD レコー 
ダーの両方を接続する場合、システム機能び働くのは 
TAPE / CDR 端テに接続した機器のみです。 TAPE / 
仁 DR 端テに接続していない方のカセットテープデッキ 
または CD レコーダーの RI ケーブルは接続しないでく 
ださい。 

• MD レコーダーを2台など、同じカテゴ U —のオンキ 
ヨー製品を複数接続する場含、システム機能び働<のは 
1台だけです。 ] 台だけ RI ケーブルを接続し、それ!;^ 
がは RI ケーブルを接続しないでください。 

•本機はアンプ製品ですので、他のアンプの PI 端テと接 
続してわ連動しません。 
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音楽を鑑實する 



0 POWER 



パワー 


本体の POWER スイッチを巧す 

■ンジケーターび点打し、 
スタンバイ巧態となります。 


スタンバイ 

STAND 目 Y イ; 
スタンバイ状態< 


お買い上げ時には、本磯の POWER スイッチ 
は「日 N 」 の状態になっていますので、電 
源プラグをコンセントに差し込むとスタン 
バイ状態となります。 


2 すノ 乂 y ノ M イ 

本機の ON / STANDBY ボタン、 

寸、, 


1/の ON/STANDBY 



またはリモコンの ON ボタンを巧ず 

STAN 日巨丫インジケーターび消に[します。 

ご注意 


本体 

または 



リモコン 


電気回路び安定するまで約巳砂かかります。 
その間は音声を出力しません。 

スタンバイ状態に戻ずには 

本機の日 N / STANDBY ボタンまたは U モコ 

ンの STAND 目 Y ボタンを巧します。 


システム全体の電源を入れるには 

U モコンの日 N ボタンをもラー度押します。 FH 接続した 
すべてのオンキヨー機器も電源び入ります。 

一度にシステム全体の電源が入るようにずるには 

電源び入った状態で U モコンの日 N ボタンを]目秒 iU 上押 
します。 

スタンバイ状態になり、次からは本体の日 N/STANDBY 
ボタンやリモコンの日 N ボタンを一度押すと、システム全 
体の電源び入ります。 

•元に戻すには、リセットをします。（陪 '23 ぺージ） 



























音楽を鑑實する 


[ m 続した機器を再生ずる 

'> - 


INPUT インジケーター 


3 



インプット 

INPUT つまみを回して、再生ず 


INPUT 


る機器を選ぶ 


CD 

MD 

TAPE / 

CDFTi 

PC * 己 


: C □端子に接続した機器 
: MD 端子に接続した機器 
: TAPE/CDR 端テに接続した 
機器 

: PRO 巳 ESSOR/PC 端テに 
_ナ_ 接続した機器 

TUNER : TUNER 端テに接続した機器 
LINE : LINE 端子に接続した機器 
リモコンでは、 INPUTA / ▼ボタンで選 
ベます。 

* ] オンキヨー製 CD レコーダーを接続した 
場合は、 CD レコーダーを判別するため、 
初めて選んだとさのみインジケーター 
が約8砂間点滅します。 

キ2後面ノくネ J レの PROSESSOR / PC 切換 
スイッチわ‘； 「 PRO 巳 ESSOR 」 價リになつ 
ているとさは、選択でさません。 



3 


-時的に音をルさくずる 



リモコンまたは本体の MUTING 
ボタンを巧ず 

ボ U ユームインジケーターび点滅します。 

解除するには 

ちラー度 MUTING ボタンを巧します 。 f 
• U モコンで音量を変えたり、本体の日 N / 
STANDBY ボタンを J 甲した場をにち解 
除されます。 

ごを意 

-■ 

MAIN IN 機能を使って、本機をパワーアン 
プとして使用しているとさは、 S ユーテイ 
ング磯能は働さません。 


ク 


選んだ機器の再生を始める 


音量を調節する 

本体の V 日 LUME つまみ、またはリモコン 

ボリューム 

の V 日 LU M EA / ▼ボタンで音量を調節し 
ます。 

•つまみはちに回すと音び大きくな0、 
左に回すとルさくな0ます。 



ヘッドホンで聞< 



PHONES 端子にへッドホンのステレオミニプ 
ラグを接続ずる 

• 接続する時は音量を下げてください。 

• スピーカーか5の音び消えます。 

• MAIN IN 機能を使用しているときは、ヘッドホンで聞 
<ことはでさません。 
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音楽を鑑實する 



• MAIN IN 機能を使っているときは、音質調整の効果はありません。また、 D 旧 ECT 機能は働きません。 

•後面パネルの PR 日 CESS 日 R / PC 切換スイッチび 「 PROCESSOR 」 側になっているときは、グラフィックイコライヴー 
の音響効果を優先するため、 本機での音質調整の効果はありません。 

ス ダイレクト 

BASS つまみ D 旧 ECT ボタン 



重低音を調整ずる 


ダイレクト 

D 旧 ECT 機能を使ラ 


D 旧 ECT 機能げ「オン」のときは、効果びあ0ません。 

SUPER BASS つまみを回ず 

SUPER 巨 ASS つまみを回して調整し 
ます。 

ちに回すと重低音び強調されます。通 
常は一番左の位置に合わせておさま 
す。 


低音を調整ずる 


D 旧 ECT 機能び「オン」のとさは、効果びあ0ません。 

BASS つまみを回ず 

目 ASS つまみを回して調整します。 

ちに回すとお音び強調されます。通常 
は中央の位置に含わせておさまず。 


□旧 ECT 機能を使って、音質調整の効果をかけずにピュア 
な音で聞 < ことびでをます。 



D 旧 ECT ボタンを巧ず 

巧すたびに「オン」と「オフ」び切0換わ0ます。 

オン： 音質調整は働さません。 

ピュアな音で聞くことびでさます。 
インジケーターび点灯します。 

オフ： 音質調整の効果び働さます。 

インジケーターび消灯します。 


クラフイツクイコライザ~を使ラ 




高音を調整ずる 


D 旧 ECT 機能び「オン」のとさは、効果びあ0ません。 

TREBLE つまみを回ず 

TRE 目 LE つまみを回して調整します。 
ちに回すと高音び強調されます。通常 
は中央の位置に含わせておさます。 


PR 日 CESS 日 R / PC 端テに接続し、電源コードを接続する 
前に PROCESSOR / PC 切換スイッチを 「 PROCESSOR 」 
側にします。 

電源を入れたときに□旧 ECT 機能び「オン」になっている 
場含は、 D 旧 ECT ボタンを押して「オフ」にしてください。 
PC インジケーターびオレンジ色に点灯し、本機に接続し 
たどの機器を再生してちイコライヴーを経由するので、グ 
ラフィックイコライヴーの音響効果び楽しめます。 

ご注意 
ーー*^""ィン 

MAIN IN 機能を使っているとき、 D 旧 ECT 機能が「オン」の 
とさは、グラフィックイコライヴーの効果はありません。 
























音楽を鑑實する 


{ メイン イン 

MAIN IN 機能を使う 

[ j 本機をパワーアンプとしで S ラ） 


プ U アンプを接続し、本機をパワーアンプとして使用する 
ことびでさます。 




MAIN IN ボタンを 3 秒む上巧し 
て、インジケーターの色を変える 

緑：プ U アンプを接続した場含、本 
機をパワーアンプとして使用す 
ることびでさます。プリアンプ 
の入力端テに接続した機器の音 
声を出力します。 

消 I 灯： MAIN IN 機能を使用しません。 



電源を入れるとさは、プリアンプの電源を先 
に入れ、次に本機の電源を入れてくださし、。 


ごを意 

• MAIN IN 機能を使用しているとき、本機はパワーアンプとし 
て働きます。本磯の VOLUME つまみや IMPUT つまみを 
回しても効果はありません。 MAIN IN 機能を解除したと 
き、 INPUT つまみで選んだ機器の音び出ますので、特に 
VOLUME つまみの位置にご注意ください。 

• MAIN IN 機能を使用しているとき、本機はパワーアンプと 
して働さますので、政下の操作や禮能は働さません。可能 
な機能は、接続したプ U アンプ側で操作してください。 

•音量調整、入力切り換え、ミューティング機能、リモコン 
操作、 RI 連動動作、 D 旧 ECT 機能、録音、サブウーファー 
からの出力 

• MAIN IN 端テに音量調節機能のない、 CD プレーヤーなど 
を接続して、 MAIN IN 機能を使わないでください。最大音 
量で動作し、本機やスピーカーび故障する可能性がありま 
す。 



ご注意 

•音質調馨効果は録音されません。また、グラフィックイコ 
ライヴーの効果ち録音されません。 

• MAIN IN 機能を使用しているとをは、録音でさません。 


7 

镑 

録音する機器（再生側）を選ぶ 

INPUT つまみを回して、録音する機器 
(再生側）を逞びまず。 

ク 

録音ずる機器（録音側）の準備 
をずる 

録音する機器を録音待機状態にしまず。 
•録音レベルの調整は、録音機器で巧つ 
て < ださい。 

•録音のしかたについては、録音機器の 
取扱説明書をご覧ください。 

3 

録音を始める 

手順 f で選んだ再生機器を再生します。 

ごま意 

録音中に入力を切り換えないでください。 
切り換えた入力の音び録音されます。 
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困つたとをは 


まず下記の內客を確認してみてください。接続した他の機器に原因がある場合もありまずので、他の機器の取扱説明書 
ち参照しなが5あわせてご確認ください。 


修理を依頼される前に 


—ずべての設定をお買い上げ時に戻ず— 
も^/ STAND 日 Y ボタン INPUT インジケーター 



I /の ON/STANDBY 



本機び動作しなくなったり、操作びできなくなったとき 
は、本機のマイコンをリセットしてすべての設定をお買 
し、上げ時の状態に戻すことで、トラブルび解消されるこ 
とびお0ます。 

修理を依頼される前に、下記の手順でマイコンをリセッ 
卜してみて < ださい。 


電源を入れた状態で MAIN IN ボタンを押したまま、 

ON / STANDBY ボタンを巧してください。 

INPUT インジケーターびすべて点灯してか5、スタン 
バイ状態にな0ます。 


_電源_ I 

電源が入！5なし、_ 

• 電源プラグびコンセントか5抜けていないか確認してくださし、。 

• 一度電源プラグをコンセントからなさ、10砂上待ってか5再度コンセントに差し込んでください。 

• 初期設定では、本体の日 N / STAND 目丫ボタンを押してもシステム全体の電源は入りません。 

リモコンの日 N ボタンをもう一度巧すか、17ページで設定してください。 

電源が切れ、 STANDBY インジケーターがホ色に点滅している 

• 保護回路び働いている可能性びあります。電源コードをコンセントか5抜き、お買い上げ店またはオンキヨー修理窓 
□にご連絡ください。 

音声 I 

音声が出力をれない_ 

• 接続コードのプラグは奧まで差し込んでください。 

• 接続した機器の入力端テ/出力端テに間違いびないか確認してください。 

• スピーカーコードの©/©は正しく接続されているか、スピーカーつードのしん線部び本機のスピーカー端テの金属 
部に確実に固定されているか確認してください。〔12ページ〕 

• み力び正しく選択されているか確認してください。 [18 ページ〕 

• MUTING 機能び働いているとさは、解除してください。〔18ページ〕 

• レコードプレーヤーの場合、フオノイコライヴーび巧蔵かお確かめください。 MC カートリッジタイプのレコードプ 
レーヤーをお使いの場合、昇圧トランスまたはへッドアンプび必要です。 

• ケーブルび折れ®びったり、損傷していないか確認してください。 

• PR 日仁 ESS 日 R / PC 端テに何も接続されていないときは、切換スイッチを 「 PC 」 側にしてください。巧べージ） 

•本機をパワーアンプとして使用しているとき （MAIN IN インジケーターび点なしているとき）は、プ U アンプに接続 

した機器の音声び出力されます。本機に接続した機器の音声を出力するには 、 MAIN IN 機能を日 F 円こしてください。 

に〇ぺージ〕 

ノイズが出る_ 

• オーディオ用ピンコードと電源コードなどを束ねると音質び祟化しますので避けてください。 

• 接続コードび化機器の影響を受けている可能性びあります。接続コードの巧置を変えてみてください。 

音質調整の効果がない 

• □旧 ECT インジケーターび点灯しているとさはダイレクトモードとなり、音質調整の効果は出ません。ちラー度ボタ 
ンを巧して解除してください。 C 19 ページ〕 

• 媛面パネルの PR 日巳 ESS 日 R / PC 切換スイッチび PR 日 CESS 日 R 側になってし、ると、本機の音質調整は働きません。 

1；19ぺージ；1 
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困つたとをは 


リモコン_ I 

リモコン操作がでさない 

•電池の極性 （©/©) び正しく入っているか確認してください。〔10ページ〕 

• リモコンと本体の間び離れすざていないか、リモコンと本体のリモコン受光部の間に障害物びないかを確認してくだ 

さい。〔10ぺージ〕 

•本体の U モコン受光部に強い光（インバーター堂光巧や直射日光）び当たっていると、リモコン操作びできない場合 
びあります。〔10ページ〕 

• オーディオラックのドアのガラスに色び付いていると、正常に機能しない場合びあります。 [10 ページ〕 

• MAIN IN 機能び働いているとさは、 U モコン操作はでさません。〔20ページ〕 

威 日 ] 

録音がでさない 

• MAIN IN 端テに接続した機器は録音でさません。また、 MAIN IN 機能び働いているときち録音でをません。 

• 本機にオンキヨー製 CD プレーヤーと DVD プレーヤーの両方を接続している場を、 CD ダビングに使わない機器は電 
源をスタンバイ状態にして < ださし、。 

その他 1 

他機の操作ができない_ 

• オンキヨー製品とケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

• Fn ケーブルを接続している場含、オーディオ用ピンコードわ接続してください。 （ FH ケーブルの接続だけでは連動 
しません。） 

• MAIN IN 機能び働いているとをは RI 連動動作はでさません。 [20 ページ） 

音量調整がでさない_ 

• MAIN IN 機能び働いているとさは音量調整はできません。接続したプ U アンプ側で操作してください。 

ミューティング機能が働かない_ 

• MAIN IN 機能び働いているとをは S ユーティング機能は働さません。接続したプ U アンプ側で操作してください。 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していまずが、ごくまれに列部か5の雑音や巧害ノイズ、 
また静電気の影響によって誤動作ずる場合びありまず。そのようなとさは電源プラグを巧いて、約10秒义ソ上放置し 
てか5電源プラグを差し込んでください。 


製品の故障により正常に録音できなかったことによって生じた損害 （ CD レンタル料等）については保証巧をになり 
ません。大事な録音をずるときは、あ6かじめ正しく録音できることを確認の上、録音を行ってくだをい。 
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まな仕様 


実用 最大 出力 
を高調 波重 率 
ダンピングファクター 
入力感度/インピーダンス 
出力電圧/インピーダンス 
周波数 特 性 
I ンコント□—ル最大変化量 


S N 比 

スピーカー適応インピーダンス 
音声入力（アナ□グ） 
音声出力（アナ□グ） 
ヴプウーファープリ 
スピーカー 
へッ ド ホン 


AC 100 V 、 己 0/60 HZ 
目己 W 
0.1 W 

30 已(幅） X 91 搞さ） X 299 (契行) mm 
4kg 

日 OW 十色 OW 

(40 IkHz 、 全高調波歪率0.己％ L 处下、 ] か駆動時） 

80 W +80 W (40 JEITA ) 

0.08% (1 kHz . ] W 出力時） 

3曰（フ□ント、 80) 

300 mV / 曰 OkO ( LINE ) 

200 mV /2.2 kO (REC OUT ) 

1 日 Hz 〜日日 kHz /十 1 d 巨 一3 d 巨 
±8服、1日日 Hz ( BASS ) 

±8 d 巨 、 lOkHz ( TREBLE ) 

十 1 日 d 巨、8日 Hz (SUPER BASS ) 

10 日服脚、 IHF - A ) 

40〜160 

CD 、 LINE 、 TUNER、MAIN IN 、 MD 、 TAPE / CDR 、 PROCESSOR/PC 
MD 、 TAPE / CDR 、 PROCESSOR/PC 
1 

1( L / R ) 


仕様および外観は、性能向上のため予告なく変更することびあります。 

修理にごいて 


■保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買い上 
げの際にお受け取0ください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切に 
保管してくださし、。 

保証期間は、お買い上げ曰よ 0] 年間です。 

■調子び悪いとさは 

意がな操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よくお読みいただき、お調べく 
ださい。本磯し U かの原因ち考え5れます。ご使用の他のオー 
デイオ製品ちあわせてお調べください。それでわなお異常 
のあるとさは、電源プラグを抜いて修理を依頼してくださ 
い。 

修理を依頼されるときは、下の事項をお買い上げの販売 
店、または付属の「オンキヨーご相談窓口 -修理窓□のご 
案内」記載のお近くのオンキヨー修理窓口までお知らせく 
ださい。 

►おる前 
^お電話番号 
► ご住所 

製品ち I A -905 FXg I 
► できるだけ詳しい故障状況 


■オンキヨー修理窓口について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口•修理窓口のご案内」 
をご覧くださし、。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたときは、商品と保証書をご持参 
ご提示のラえ、お買い上げの販売店またはお近くのオンキ 
ヨー修理窓□へご相談ください。詳細は保証書をご覧くだ 
さい。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ底、またはおおくのオンキヨー修理窓□へご相 
談ください。修理によって機能び維持できる場合はお客様 
のご要望によ0有料修理致します。 

■補修巧性能部品の保有期間について 

本機の浦修用性能部品は、製造巧ち切り後8年間保有して 
います。性能部品とは、その製品の機能を維持するために 
必要な部品です。保有期間経過禮でち、故障箇所によって 
は修理可能の場含びありますのでお買い上げ店、またはお 
おくのオンキヨー修理窓□へご相談ください。 
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ご購入されたとをにご記入ください。 

修理を依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年ち 曰 

ご購入店名：_ 

Tel . () _ 

メモ： 


ONKYO 

71：^>3-捕巧ちは 

本お：大阪巧寝屋川市日新町 2-1 干 572-8540 

製品のご使用ちまについてのお問い台わせ先：コールセンター 
D* 050-3161 -吕己已已受付時巨 110: 00~18:00 
(±’曰•祝日-弊社の定める休業曰を除きます） 

ヴービスとヴポートのご案内： http://wwvv.jp.onkyo.com/support/ 
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